
美術館と学校がつながる学習プログラム開発研究会 

国立国際美術館コレクションの活用 1 アルベルト・ジャコメッティ《ヤナイハラ I》と 

 

中学校美術科学習指導案 

 

１． 題材名  ここから発掘！作者のキモチ 

 

２． 題材作品  アルベルト・ジャコメッティ《ヤナイハラⅠ》1960-61年 

       ブロンズ H43.2cm × W29.2cm × D12.7cm 国立国際美術館蔵 

 

３． 実施学年  第１学年（１学級４０名の設定）（班活動は４人で男２人女２人が望ましい） 

 

４． 学習指導要領との関連  B鑑賞（１）ア（ア） 

            

５． 題材の概要  

事前学習で美術館に所蔵されている《ヤナイハラⅠ》を例に、彫刻作品と作者であるジャコメッティの【「思い」とは何か】を考

える学習を行い、そこでの気づきを踏まえた上で、美術館に出向き造形的な視点から、班で【作者がどんなキモチ（思い）で作品

づくりを行ったのかが感じられる作品】を1つ探し、各班ワークシートに意見をまとめる。帰校後（後日）、事後学習で班ごとに

鑑賞活動の発表をする。その全体共有の後、自身の作品づくりの手立てとして深めていきたい。 

 

６． 題材の目標  他者理解、表現の多様性の面白さを知る 

● 知識及び技能 

 対象を捉える造形的な視点について理解するとともに、「作者が作品に込める思い」や「ものづくりへの思い」について考え、表

現方法を工夫して表すことができるようにする。 

● 思考力、判断力、表現力等 

 《ヤナイハラ I》の造形的な良さや美しさ、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考え、主題を生み出し豊かに

発想し構想を練ったり、美術に対する見方や感じ方を広げたりすることができるようにする。 

● 学びに向かう力、人間性等 

美術の創造活動の喜びを味わい、《ヤナイハラI》の鑑賞活動に主体的に取り組もうとする。 

 

７． 準備物 

指導者：バインダー、鉛筆、 

    ワークシート① ※事前に課題レポートとして配布しておく。 

    ワークシート②（『アクティヴィティ・ブック』（国立国際美術館制作鑑賞補助ツール）【紹介文づくり】P.22〜23）、 

    ワークシート③ 

    パソコン、プロジェクター、 

    ホワイトボード、展示室内会場図、作品写真資料、模造紙、付箋、ペンなど 

生徒：教科書、スケッチブック、筆記用具（鉛筆） 

 

 

 

 

 

 

 



８． 展開（全４時間） 

時間 学習活動 指導上の留意点 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

事前学習＜中学校＞ 

▶ 事前に課題レポートとして配布した【ワークシート①

（問１〜３）】を用いて、班で交流する。 

５分 

▶ 班で出た意見を代表が発表し、全体交流する。 

１０分 

▶ 何かをつくる時の「作者のキモチ」を考える。 

１５分 

 

 

▶ 《ヤナイハラⅠ》の紹介（作者とモデルとの関係性や２

者の交流）を聞き、国立国際美術館や、美術館利用のマ

ナーについて知る。【ワークシート①（問４〜７）】 

２０分 

 

過去の創作活動について振り返り、ものづくりの動機やこ

だわりなどの感情について、考えを深められるように助言

する。 

 

 

自分が何かを作る時の気持ち（思い）をワークシートの設

問から整理し、イメージすることにより、本時の題材の目

的を身近に感じさせる。 

 

資料はシルエットだけ（展覧会のチラシ）など 

美術館に《ヤナイハラⅠ》をはじめ、様々な作品を鑑賞し

に行くことを告知する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

・ 

３ 

 

＜美術館（展示室）＞ 

▶ 事前学習で触れた《ヤナイハラⅠ》を鑑賞する。 

                １５分 

 

▶ 美術館で展示されている作品から「作品に込めたキモ

チが感じられる部分（発掘ポイント）」を探す時間を取

り、『アクティヴィティ・ブック』（紹介文づくり：ワー

クシート②）を用いながら班ごとに鑑賞する。 

３５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶  班ごとに作品１点を選ぶことができたら、講堂内にい 

る教員のもとへ報告に行き、ホワイトボードなど（展

示会場図）に選んだ作品の写真資料や選んだ理由など

を掲示する（付箋やペンを用いて）。 

▶ 他の班の活動を知り、再び展示室を見学したい班は、時

間内であれば見学する。 

３５分 

▶ 次回の連絡を聞き、お礼の挨拶をする。 

１５分 

 

 

班ごとにローテーションでギャラリートークしながら鑑

賞させる。 

 

作者が作品に込めたキモチを探そう！ 

キモチを見つけた、発掘した部分つまり「（キモチ）発掘ポ

イント」はどこかな？何かな？と声かけをする。 

なぜその作品を選んだのか、理由を詳しく考えさせる。（展

示室に入る前に、鑑賞マナーについて簡単に説明する。） 

教員は展示室内外に配置し、写真等の記録係や質問受付係

などにあたり館内での生徒の鑑賞活動がスムーズに行え

るよう配慮する。 

鑑賞後に短時間で全体共有することを考慮し、振り返りを

円滑にするために、会場図をもとに、選ばれた作品情報を

掲示する。 

鑑賞を繰り返すことで、新たな発見や気づきを促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回までに『アクティヴィティ・ブック』（紹介文づくり：

ワークシート②）が不十分なら班でまとめておくことを伝

える。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

事後学習＜中学校＞ 

▶ 班ごとに持ち帰った情報を共有する。 

（どの作品を選んだのか、また、選んだ理由） 

『アクティヴィティ・ブック』（紹介文づくり：ワークシ

ート②） 

１５分 

▶ 美術館での鑑賞を踏まえ、館内の作品の中からジャコ 

メッティ（作者）と《ヤナイハラⅠ》（作品）の関係につ

いて班で考え、発表する。 

１５分 

 

 

▶ 改めて作品をつくる上での作者のキモチやモノづくり

について感じたこと、わかったことなど、ワークシート

③に自分の考えを記入する。 

１５分 

▶ まとめと次回の連絡を聞く。 

５分 

 

 

 

 

 

 

作者が作品に込めたキモチの一例として、《ヤナイハラⅠ》

を作った作者（ジャコメッティ）とそのモデルとなった矢

内原伊作との交流から生まれた感情について考え、あらた

めて《ヤナイハラⅠ》（作者が知人の姿を表現した作品）を

どのように捉えるのか、班ごとに話し合わせる。 

 

 

 

９. 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

●造形的な特徴などを基に、全体のイメ

ージや作風などで捉えることを理解し

ている。 

 

●《ヤナイハラⅠ》の造形的なよさや美

しさを感じ取り、作者の心情や表現の意

図と工夫などについて考えるなどして、

美意識を高め、見方や感じ方を広げてい

る。 

●美術の創造活動の喜びを味わい楽し

く作品や美術文化などの鑑賞の幅広い

学習活動に取り組もうとしている。 

 

 

 

指導案作成：澤井静香、庄司愛、辻拡之、冨長敦也、東影美香 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


